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（
小
林
）

　

新
し
い
年
度
、
智
頭
町
社
協
が
ど

う
い
う
活
動
を
し
て
い
く
べ
き
か
と

い
う
こ
と
を
考
え
る
前
に
、
こ
の
一

年
を
振
り
か
え
っ
て
み
て
、
「
コ
ロ

ナ
に
始
ま
っ
て
、
コ
ロ
ナ
で
終
わ
っ

た
な
あ
」
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ

ろ
で
す
。

　

こ
の
一
年
、
人
が
集
う
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
休
止
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
り
ま
し
た
。
智
頭
町
社
協
が
直

接
行
う
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
よ
う
に
社
協
に
事
務
局
を

置
く
諸
団
体
の
取
り
組
み
も
同
様
で

す
か
ら
、
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
影
響

を
考
え
る
と
、
非
常
に
残
念
な
思
い

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

（
津
田
）

　

社
協
の
仕
事
は
、
「
社
会
的
な
活

動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
地

域
の
一
員
と
し
て
普
通
の
生
活
を
送

れ
る
よ
う
、
そ
の
地
域
に
応
じ
た
仕

組
み
づ
く
り
や
取
り
組
み
を
行
う
」

と
い
う
も
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
の

大
前
提
で
あ
る
「
社
会
的
な
活
動
へ

の
参
加
」
を
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で

す
か
ら
、
い
や
、
本
当
に
困
っ
た
事

態
で
す
よ
ね
。

　

た
だ
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
へ
の
対

応
は
ま
だ
ま
だ
続
く
わ
け
で
す
か
ら
、

い
つ
ま
で
も
困
っ
た
、
困
っ
た
と

言
っ
て
い
る
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
。

（
小
林
）

　

こ
の
一
年
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
や

集
落
ミ
ニ
デ
イ
、
防
災
福
祉
マ
ッ
プ

作
り
な
ど
住
民
の
自
発
的
な
支
え
合

い
活
動
は
、
か
な
り
停
滞
し
た
と
思

い
ま
す
。
感
染
の
状
況
が
変
わ
ら
な

い
、
む
し
ろ
感
染
が
拡
が
っ
て
い
る

中
で
、
住
民
の
支
え
合
い
活
動
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
べ
き
か
、
難

し
い
問
題
で
す
ね
。

（
津
田
）

　

工
夫
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

人
が
集
う
取
り
組
み
で
も
、
会
場

を
分
け
た
り
、
開
催
日
を
増
や
し
た

り
、
内
容
を
見
直
し
た
り
・
・
・

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
社
会
的
な
活
動

に
参
加
す
る
、
そ
の
こ
と
を
制
限
し

て
い
く
と
、
引
き
こ
も
り
の
増
加
を

招
き
ま
す
。
身
体
機
能
の
低
下
、
認

知
機
能
の
低
下
に
も
影
響
し
ま
す
。

そ
れ
は
要
介
護
者
の
増
加
に
つ
な
が

り
か
ね
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
す
る
こ
と
と
同
様
に
大
き
な

リ
ス
ク
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
や
集
落
ミ
ニ
デ

イ
の
よ
う
に
地
域
で
取
り
組
む
福
祉

活
動
は
、
基
本
的
に
「
人
が
集
う
こ

と
」
を
前
提
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の

全
て
を
制
限
す
る
と
い
う
こ
と
は
避

け
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、
工
夫
を
こ

ら
し
、
感
染
予
防
対
策
を
充
分
に

と
っ
た
う
え
で
地
域
で
の
取
り
組
み

を
す
す
め
た
い
で
す
ね
。

２
０
２
１
年
度　

智
頭
町
社
協
の
取
り
組
み

 「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
地
域
福
祉
活
動
」 

取
り
組
み
の
工
夫

会
長
理
事
　
小
林　

一
晴

　
　
常
務
理
事
　
津
田　

英
樹

開催日を増やして取り組む高齢者の集い ひまわり会
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（
小
林
）

　

さ
て
、
智
頭
町
社
協
は
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
事
業
の
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を

占
め
て
い
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

現
場
で
感
染
が
発
生
す
る
と
大
変
な

こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
一
年
、

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
に
か
な
り
の
力
を

集
中
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
言
え

ま
す
。

　

事
業
計
画
の
中
で
で
き
な
か
っ
た

こ
と
も
多
い
で
す
か
ら
、
昨
年
度
の

計
画
を
も
う
一
度
仕
切
り
な
お
す
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
津
田
）

　

昨
年
同
様
、
あ
ら
た
め
て
職
員
の

育
成
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
智
頭

町
社
協
は
こ
れ
か
ら
定
年
退
職
者
が

増
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
次
の

若
い
世
代
が
責
任
も
っ
て
行
動
で
き

る
組
織
づ
く
り
を
急
が
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
可
能
な
限
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
仕
事
を
経
験
さ
せ
る
こ
と
、
そ

し
て
若
い
世
代
の
職
員
を
意
識
的
に

責
任
あ
る
立
場
に
登
用
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
職
員
に
対
す
る
研
修
の
機

会
は
多
く
設
け
て
い
ま
す
が
、
研
修

を
受
け
た
か
ら
と
い
っ
て
職
員
が
育

つ
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
主
体
的

に
自
律
し
て
行
動
で
き
る
職
員
は

日
々
の
教
育
の
中
で
育
っ
て
い
く
わ

け
で
す
か
ら
工
夫
が
必
要
で
す
。

（
小
林
）

　

地
域
活
動
の
中
で
、
「
社
会
的
な
活

動
へ
の
参
加
」
が
重
要
だ
と
い
う
話

を
し
ま
し
た
が
、
災
害
対
応
機
能
の

強
化
も
非
常
に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

昨
年
の
７
月
は
九
州
地
方
や
中
部
地

方
で
大
き
な
豪
雨
災
害
が
発
生
し
ま

し
た
し
、
冬
は
北
陸
や
北
日
本
で
記

録
的
な
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
そ
の
も
の
も
非
常
に

大
き
な
災
害
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ

う
い
っ
た
災
害
対
応
機
能
に
今
後
も

力
を
い
れ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
津
田
）

　

智
頭
町
社
協
が
行
う
、
災
害
へ
の

対
応
は
大
き
く
分
け
て
３
つ
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
住
民
の
皆

さ
ん
へ
の
啓
発
活
動
で
す
。
防
災
福

祉
マ
ッ
プ
作
り
や
避
難
訓
練
の
よ
う

に
日
頃
か
ら
災
害
発
生
に
備
え
て
い

た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。
２
点
目

は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設

置
の
た
め
の
日
常
的
な
準
備
と
訓
練

の
実
施
で
す
。
３
点
目
は
災
害
発
生

時
に
社
協
の
事
業
を
責
任
も
っ
て
継

続
さ
せ
る
た
め
の
計
画
づ
く
り
で
す
。

　

防
災
福
祉
マ
ッ
プ
作
り
等
の
啓

発
活
動
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
設
置
の
た
め
の
準
備
は
か
な

り
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
し
、
災
害

発
生
時
の
事
業
継
続
に
つ
い
て
も
対

応
策
を
考
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

感
染
症
の
大
規
模
な
蔓
延
と
い
う
災
害

に
対
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
考
え
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
成
32
年
に

智
頭
心
和
苑
で
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
集

団
感
染
が
あ
り
、
ま
た
全
国
的
に
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
、
そ
の
時

の
経
験
か
ら
マ
ス
ク
や
消
毒
剤
を
常
時

備
蓄
し
て
お
く
と
い
う
こ
と
く
ら
い

だ
っ
た
わ
け
で
す
。
あ
ら
た
め
て
社
協

の
事
業
継
続
計
画
を
見
直
す
必
要
が
あ

る
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

（
小
林
）

　

と
こ
ろ
で
智
頭
町
社
協
で
は
毎
年
、

こ
の
よ
う
に
事
業
計
画
を
練
っ
て
き

て
い
る
わ
け
で
す
が
、
も
う
少
し
長

い
期
間
の
計
画
、
智
頭
の
福
祉
を
ど

う
し
て
い
く
か
、
と
い
う
計
画
、
ビ

ジ
ョ
ン
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
計
画
を
町
と
共
同
で
作
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
が
こ
こ
数
年
来
の
課

題
で
す
。

（
津
田
）

　

そ
う
で
す
よ
ね
。
今
年
度
は
そ
の

計
画
、
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
を
町

と
連
携
し
て
仕
上
げ
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
人
口
が
減
少
し
地
域

活
動
の
担
い
手
も
減
少
す
る
中
で
ど

の
よ
う
に
福
祉
活
動
を
行
っ
て
い
く

の
か
、
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

（
小
林
）

　

智
頭
町
社
協
は
昭
和
58
年
に
社
会

福
祉
法
人
と
し
て
認
可
さ
れ
、
来
年

は
法
人
化
61
周
年
と
い
う
節
目
の
年

に
な
り
ま
す
。
ど
の

よ

う

に

61

周

年

を

迎

え

る

か

に

つ

い

て

も

考

え

て

い

き

ま
し
ょ
う
。

あ
ら
た
め
て
人
の
育
成
を

災
害
対
応
機
能
の
強
化

「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」

　
　
　
　
　
　
　
　

の
策
定

リヤカーを使って坂道の避難訓練（篠坂集落）
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ฆࢼʍĜʫʑ߂
ϱఊۙのࡊႨโɄ対策

　新型コロナウイルス感染拡大に伴い私たちの日常生活は大きく変わりました。

　私たち介護従事者は、重症化リスクの高い高齢の利用者様と日々関わって仕事をしています。感染予防

には細心の注意を払い、利用者様の安全を第一に考えて、各事業所で感染防止対策に取り組み、サービス

の提供にあたっています。

・出勤前の検温、体調確認を行う

・自分や家族の健康管理や行動履歴の確認を行う

・出勤時や業務中、業務終了時など、こまめな手洗い、うがい、手指消毒を行う

・サービス提供前や終了時に物品などの消毒を行う

დಞȦྤȫらɦɄȞෂɁĊ

ʰ˃ʩĜのჩ
　コロナ感染が拡大しても、自粛要請中であっても、私たちヘルパーの仕事を必要とする方のお宅を訪問し

ます。感染防止の為に、施設サービスが利用できなくなった場合には、代替サービスとして訪問回数も増え

ます。「自分が感染したらどうしよう」という恐れを抱きながらも、「ヘルパーが行かなければ、この方の生活

が守れない」と自分達の仕事に誇りをもって日々頑張っています。

ষɅ
　介護現場で働く私たちは、感染症についての勉強を積み重ねています。だからこそ、未知の感染症に対す

る不安は人一倍強くあります。自分が感染する怖さはありますが、私たち職員自身がウイルスの媒介者とな

りご利用者様の命を危険にさらすことにもなりかねないことを一番恐れています。感染防止のために行う

ことが増え、精神的にも身体的にも大きな負担ですが、それでも毎日コロナ感染防止対策に取り組めるの

は、利用者様が元気でいて下さることが私たちの活力になっているからです。

ϱࣦ૪
・手洗い、うがい、手指消毒、マスク着用

・清潔なユニフォームなどの着用

・事業所内の換気や使用物品などの消毒

ϱၸᄎのஈྩ
・職員自身の基本対策を行う

・利用者様、家族様へ電話して体調確認や県外接触者などの確認を行う

・使用物品等の消毒

ϲၸᄎ૪
・手洗い、うがい、手指消毒、手袋の着用

・利用者様の検温や体調確認

ϳʍĜʫʑอࢷ૪
・こまめな換気や使用物品などの消毒

ϲഗ॒૪
・車内や車椅子などの消毒

・お迎え時、利用者様への検温、手指消毒、体調確認や記録

  家族様へは体調確認や県外者との接触状況の確認

・送迎後、車内の清掃及び消毒

コロナ対策の取り組み（在宅サービス）

ʟɼʍĜʫʑʓˋʗĜ

ʰ˃ʩĜʑʞĜʏʿˋ

　感染防止の基本は「密閉・密集・密接」の三密を避けることです。しかし、介護の仕事は人に接する仕事

ですので、密接を避けることはできません。そのため、頻繁な消毒など、より徹底した感染防止対策を講じて

毎日利用者様をお迎えしています。
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ఛɌɘɩりʏʑʞy ȦʑʗĜʠȱてǐ༃ĊఛɌɘɩりʏʑʞy ȦʑʗĜʠȱてǐ༃Ċ
　ථຢ෨内におୣまいのɌとりၙらしの高齢者の方を対に、毎ॢǍ回おᅝஙを送って安ྏ

確認を行う「新Ɍまわりʏスʞム」がまってǐ年がݿȨました。။ܠۋやழߔ生、ථຢ༔

ᆹ高৫の生さんやୣმのみなさんのごࢾ力で、をࣛらしたおᅝஙがけられています。

現੭ǐǑშの方へお၆りをおけしています。

　みなさんからは「毎回ۅう内ᅎのお၆りがくのでݝがᅰるかߖしみです」「༯達のࣟ員さ

んがやさしく౾をかけて下さってありがたいです」といった、ࡌしい౾をいただいています。

毎月届くお便りを楽しみに待っています毎月届くお便りを楽しみに待っています

届いた便りを大事に集めています届いた便りを大事に集めています

ఘのȭɜȽたȤ၆りɁȳ

Ȥᄎਗȵćථຢ෨ଜࢾ!ოݻ　ሇǓǑ.ǎǏǎǒ

智頭町社協では、ボランティア活動中のさまざまな事故によるケガや損害賠償責任に備えるための、

ボランティア活動保険の受付を行っています。

ボランティア活動中の予知されない出来事であり身体の外部からの作用によるケガをした場合

ボランティア活動中の偶然な事故により、他人にケガを負わせたり、他人の物をこわしたことにより
法律上の損害賠償責任を負った場合

〜対象とならないボランティア活動もありますのでお問い合わせください〜

２０２１（令和３）年４月１日午前０時から２０２２（令和4）年３月３１日午後１２時まで

中途加入の場合は、加入申込手続き完了日の翌日午前０時から２０２２（令和4）年３月３１日

ȤడȱਮみĆȤᄎਗȵć!ථຢ෨ଜࢾ!ოݻ　ሇ86.3437

ĺၒ࠰ࡖĻ

ĺၒ໘ᅎĻ

Ŝޮ事ঠ

Ŝ༹事ঠ

ʴˁˋʞɻɺ活動။ঃ

။ঃᆧĪǍშあたりīĆၒࣸߗ

ˋʯˁݡ Ⴈࡊ ๏災Ć地రၒ

年間保険料 ３５０円 ５００円

地震・噴火・津波による死傷 × ○

死亡保険金 １，０４０万円　　　　 　

後遺障害保険金 １，０４０万円（限度額）　

入院保険金日額 ６，５００円　　 　　  

手術

保険金

入院中の手術 ６５，０００円　　 　　  

通院中の手術 ３２，５００円　　  　　 

通院保険金日額 ４，０００円　 　　　　 

賠償責任（対人・対物共通） ５億円（限度額）　   
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「志あわせ
」の

③締め切り
２０２１年４月３０日（金）
　  　　　　   ※当日消印有効

抽選で3名様に
『トスク商品券』を
プレゼントします。

ご意見・ご感想を
お寄せください

①応募方法
ハガキまたは応募用紙等に住
所・氏名・電話番号・年齢を明記
のうえ、ご意見・ご感想をご応募
ください。

〒689-1402
智頭町智頭1875番地
智頭町社会福祉協議会  総務課
電話：75-2326  FAX：75-4110
メール：chizu0804@jade.plala.or.jp

②応募先

第26ਖ

春摘暢仁さん（智頭）
はる つみ のぶ ひと

　智頭町の障がいဏに数多く࠲わっておられるさんをގします。

ဏに࣓Ⴭを持Ȼ大ߔでဏをߔɍ、智頭町ᄜ場にఊ。智頭ఘ和ܱの

生活ഊඨۙからまりဏ࠲बの部を多くॄঅされました。ȷの中で、

ຎ時ᄜ場が事ო局を持っていた

Ķ智頭町手をȾなȪۋ会（知

โ障がい・者のဏైమをూ

るච体）ķの事ოをඐຎしたこ

とが障がいဏに़わるきっかけだったȷȠです。൞ఊさ

れたでも会の事ო局を受け持Ȼ、加えてိ３１年には

智頭町身体障害者ဏ協会の会長に任し、ࡂෟってお

られます。

　また、智頭町から身体障がい者ഊඨۙを任命され、生

活上のਲりごとなɃのさまざまなഊඨにܾȲて、ྼ 要な౫

度やဏ事ო所とのʩɼʯᄜになっておられます。

　Ķ障がいのହᇆによって༎əやंしəがۅȠ。また、

い出せない人もいる。ഊඨۙはっているだけではなく、

出て行かないといけない。ķと、障がいをၨえる方のဏ

のためణᗥに取り組むさんを手ながらします。

智頭町身体障害者ဏ協会のəなさんと

智頭町手をȾなȪۋ会のəなさんと
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（
２
０
２
０
年
12
月
〜
２
０
２
１
年
２
月
ま
で
）

◎
了
解
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
敬
称
略

香
典
返
し
寄
付
金
は
、
サ
ロ
ン
活
動
等
で
地
域
の
皆
様
に
活
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ご寄付ありがとうございました

＊アルミ製自走式車椅子 1台
　　（デイサービスセンターへ）
　　第一生命労働組合鳥取支社 様

＊介護用ベッド（デイサービスセンターへ）
　　細山　周一 様　　

＊古布・タオル・シーツ 等（心和苑へ）
　　安住　晴美 様　　岡本　寛子 様

　　富沢地区婦人会 様

　　明治安田生命 鳥取因幡営業所 様

　　匿名多数

＊切手　26,376円分
　　（智頭町身体障害者福祉協会へ）
  （一財）中国地方郵便局長会

 　因幡地区郵便局長会 様

＊紅茶、お菓子（ひまわり会へ）
　　呉屋　菜苗 様

＊介護用食品
　　匿名

＊手作り作品（ごみ袋 等）
　　匿名

＊紙おむつ等
　　匿名

～古着・古布の寄付ご協力のお願い～
　家庭で不要になった古着、タオル、ハギレ等を

寄付していただけませんか。

※大変お手数ですが、智頭町社協までご持参ください。
　持参が難しい場合は、下記へご連絡ください。

裁断していただく場合の目安：１５㎝×２０㎝くらい

Ȥᄎਗȵćථຢ෨ଜࢾ!ოݻ　ሇ86.3437

（2020年12月〜2021年2月まで）

ϱ౯がᆯく、清潔なもの　

ϲᅩۃ・U ʏʻʜなどのগ着

富沢地区婦人会様から

月

  

ご
寄
付
額（
円
）

住
所

故
人
の
お
名
前

年
齢

寄
付
者
ご
芳
名
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五
〇
、〇
〇
〇

大
　
屋

森
次
　
隆
子

93

森
次
　
正
行

金
一
封

智
　
頭

青
木    

　
清

96

青
木
　
　  

裕

三
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〇

新
　
見

河
村
　
行
造

74

河
村
　
幸
寿

五
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智
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梶
川
　
利
男

90

梶
川
　
　  

敬
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市
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本
　
民
子

103

山 

本
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三
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一
〇
〇
、〇
〇
〇

埴
　
師

草
刈
　
英
人

63

草
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葉
子

１

三
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、〇
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〇

芦
　
津

寺
谷
　
君
子

85

寺
谷
　
丈
夫

五
〇
、〇
〇
〇

大
　
内

小 

坂
　
ま
す
子

102

小 

坂
　
登
志
夫

三
〇
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〇
〇
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原

藤
内
　
富
代

105

藤
内
　
節
夫

五
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〇
〇

智
　
頭

竹 

中
　
　  

94

竹
中
　
伸
也

五
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〇

大
　
呂

田 

中
　
　  

潔

85

田
中
　
　  

靖

五
〇
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〇

毛
　
谷

奥
村
　
孝
治

69

奥
村
　
静
枝

三
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〇
〇

三
　
吉

芦
谷
　
重
之

86

芦
谷
　
明
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一
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本
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田
　
信
子

78

古
田
　
　  

進

２

五
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、〇
〇
〇

智
　
頭

加
藤
　
節
子

67

加
藤
　
俊
策

三
〇
、〇
〇
〇

坂
　
原

国 

岡
　
喜
与
次

72

国
岡
　
哲
也

金
一
封

智
　
頭

岸 

本
　
春
太
郎

82

岸 

本
　
美
佐
枝

五
〇
、〇
〇
〇

岩
　
神

谷 

口
　
み
き
江

89

谷
口
　
道
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三
〇
、〇
〇
〇

真
鹿
野

谷 

口
　
健
太
郎

87

谷
口
　
寿
子

＊ぱれっと三田・自立の家・あおぞら（グループホーム）
　配食サービスへの各種食材
　　各地区給食ボランティア 様

　　匿名多数
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ɏɦȜいʍ˅ˋɉێငಘい۩ࢼວၕࣸɈ༯ယࣸɁ܄ۿしていますă

　大屋部落ではိǕ年からǓ０ਫ਼ڬ上の高齢者で集まる会Ķཆౝ会ķを開いていました。 　　

　令和ই年１２月にʷʣʟɼሃするにあた

り６０ਫ਼ൣの方にも౾をߙけて４２名の会に

なりました。

りにしてޑ前までは、ຎྈをཻで持Ȼڬ　

いましたが、会ۙの高齢ݛにより、෮ᆅや

༷い物なɃの౦ሇが大変になっていました。

は、ଭい౦ൣの加入により、ᄜߠをယඐ

出来ています。

　ੇし入れのଛ物にฌ物と

食ɓきれないɕɃのসබഖ

をڱんで、ಐሇやࣷ࣍ၡ

ਠとሇがජə和あいあ

いのߖしい会をしています。

　後のोކは、ఛळʋ

˅ʢがେഩしたらʷʣʟɼ

のޑ数を増やし、əんな

でᆟ行に行くことです。

　ိ２２年にʍ˅ンሃし１１年。Ⴔଢ଼火ᅓ日

ĶɃんȪりの࠵ķに６０ൣからǔ０ൣの１２名が集

まっています。

　Ķ組ഀ法・要ഀ法・রຩ術ķをඌ田ঘ法で

行Ƞ体ഀで、年齢に࠲बなくယのʲーʑででき

ます。ঘをૻڷし、ったり、いたり、တ

のฦから出すਖ令がঢ়い部屋にࣗきわたり

ます。体ഀがわった後はॠ行がᆯくなり

身体がॎく持Ȼがᆯくなります。

　体ഀの後にʋーʪータɼʸでʋʷʽʣ

ケーʏʿンをはかっています。年齢に࠲ब

なくසᆯしで、ཛྷ・料ᆅ・०য়なɃ一ઋ

の本になるくらいሇ൨がၹ富です。

　Ķޣと会ってሇをするのもߖしəķĶଭȬだなあとわれてࡌしいķと、ʍ˅ンがəんなの生き

がいの場になっています。
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・登録数  107グループ  ・登録者数 1,545人（3月1日現在）
Vol.63

ইでいられるよȠに続けて行きますƴ

ɏɦあȞの௲ɏɦあȞの௲ 60歳以上の方の健康の維持・増進・生きがいのある
生活を支援する活動「ミニデイ」の活動を紹介します。
登録数：37グループ 登録者数：658人（3月1日現在）

白杉会（那岐）
しら すぎ かい

ミニデイ紹介ミニデイ紹介
Vol.33

生命の貯蓄体操芦津教室（山形）

第1ޑʷʣʟɼを開催（令和2/11/24）

食ɓきれないごබഖになりましたƴしɐりに会っておෙりƴ

長年続けて୨な身体にĊ間ߒをとりʋ˅ʢ対をしながらĊ

くə ȷȠ ɕȠ かなめȷȠɕȠ たんでん こきɟȠɕȠご ɃȠȲɟȾ
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